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する。また、流出解析の再現性の確認については、2016 年

6 月 21 日の観測値 3150.45m3/s をもとに行い、計算に用いる

定数の調整を行った。その結果、計算値は 2689.50m3/s であ

り、誤差割合は 0.15 となった。 

3. 結果 

 緑川流域で平均化した 12時間積算雨量と流出解析の結果

を図-3 に示す。図-3 より、上位 10 位全て計画降雨量（降

雨継続時間 12 時間）を超えており、上位 1 位、2 位、5 位

については緑川基準点の計画高水流量4,200m3/sを超える結

果となった。また、12 時間積算雨量の順位では、発生した

ピーク流量に逆転する箇所が見られ、上位 5 位が 3 位と 4

位を上回り、8 位が 4 位と 6 位と 7 位を超え、10 位が 7 位

と 9 位を上回る結果となった。 

4. 考察 

 ピーク流量の順位が逆転した結果について、12 時間積算

雨量の前後から作られる降雨波形の違いによって、流量に

与えられる影響が 12時間積算雨量のみでは考えられない結

果となったことが考えられる。一例として、上位 6 位、7

位、8 位のハイエトグラフを図-4,5,6に示す。また、各降

雨波形について、比較しやすくするため、時間雨量 10mm

以上、20mm 以上、30mm 以上、40mm 以上の各降雨継続時

間のグラフ面積（積算雨量）を算出した。算出結果を図-7

に示す。図-7より、ピーク流量の結果は時間雨量 10mm 以

上、20mm 以上の降雨継続時間に比例していることが分か

った。また、上位 10 位が 7 位と 9 位を上回る結果について

は、10 位の 12 時間積算雨量の前 3 日間に先行降雨が発生し

ていたためと考えられる。                                         

5. まとめ    

 気候変動予測データベースにおいて、実河川に与えうる

影響の危険度は、積算雨量のみで危険度を考えることは難

しく、降雨継続時間や降雨波形についても吟味して取り扱

う必要があることが分かった。 

謝辞：本研究は文部科学省気候変動適応技術社会実装プログラ

ム(SI-CAT)の援助を受けて実施されたことを付記する。 
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